
近
世
前
期
に
お
け
る
米
沢
藩
の
修
史
事
業
と
山
吉
家

矢

田

俊

文

は

　

じ

　

め

　

に

中
世
古
文
書
学
研
究
に
は
、
機
能
論
・
様
式
論
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
あ
る
。
伝
来
論
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
本
稿
は
古
文
書
学
研
究

の
う
ち
の
伝
来
論
の
一
事
例
研
究
で
あ
る
。
伝
来
論
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
中
世
文
書
が
ど
の
よ
う
な

韓
過
を
た
ど
っ
て
伝
来
L
た
の
か
を
追
究
す
る
こ
と
は
重
要
な
研
究
で
あ
る
と
考
え
る
。
中
世
文
書
は
、
近
世
・
近
代
を
へ
て
現
在
に
伝
来
を

L
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
近
世
・
近
代
に
ど
の
よ
う
に
伝
来
を
し
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
な
し
に
、
中
世
文
書
の
伝
来
を
論
ず
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

た
と
え
ば
、
上
杉
家
文
書
の
中
に
は
、
本
来
、
柿
崎
家
・
平
子
家
に
伝
来
す
べ
き
文
書
が
混
ざ
っ
て
、
現
在
、
上
杉
家
文
書
と
し
て
伝
来
し

（
1
）

て
い
る
。
柿
崎
家
・
平
子
家
に
伝
来
す
べ
き
文
書
が
上
杉
家
に
混
入
し
た
の
は
、
柿
崎
家
・
平
子
家
が
米
沢
藩
に
文
書
を
差
出
し
た
の
ち
、
返

却
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
で
は
、
藩
へ
の
差
出
し
は
い
か
な
る
契
機
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
近
世
に
お
け
る
中
世
文
書

の
差
出
し
が
い
か
な
る
契
機
で
行
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

－1－



一

山
吉
家
の
文
書
差
出
し

近
世
に
お
け
る
中
世
文
書
の
差
出
し
が
い
か
な
る
契
機
で
行
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
､
元
禄
十
六
年
(
一
七
〇
三
)

に書

(
2
)

(
3
)

写
さ
れ
た
｢
越
後
三
条
山
吉
家
伝
記
之
写
｣
の
検
討
を
行
う
｡
す
で
に
田
島
光
男
氏
･
浅
倉
有
子
氏
が
本
史
料
を
活
用
し
て
､
山
吉
家
文
書
の

伝
来
や
米
沢
藩
の
修
史
事
業
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
､
山
吉
家
の
家
蔵
文
書
差
し
出
し
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な

い
の
で
､
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
｡

(
4
)

以
下
､
山
吉
家
の
中
世
文
書
差
出
し
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
箇
所
を
､
『
越
後
三
条
山
吉
家
伝
記
之
写
(
影
印
)
』
か
ら
翻
刻
す
る
｡

一
､
元
禄
四
年
九
月
中
､
御
家
中
御
尋
御
書
御
感
状
御
取
上
､
御
記
録
被
成
立
侯
､
依
之
､
先
祖
へ
被
下
置
候
御
書
御
感
状
､
九
月
廿
五
日
､

組
頭
山
田
縫
殿
右
衛
門
所
迄
持
参
申
候
､
同
年
十
一
月
廿
日
ニ
､
組
頭
所
丘
被
相
返
侯
､
御
記
録
ハ
矢
尾
板
三
印
被
仰
付
候
､
御
感
状

2

御
書
指
上
申
候
注
文
之
事
､

l
､
御
感
状
五
通
内
軸
朗
州

山
吉
玄
蕃
景
長
へ

同
玄
番
人
道
景
久
へ

l
､
御
書
五
通
内
臓
舶
品
鯛
細
別
判
玄
蕃
景
長
へ

〆

一
､
上
杉
管
領
憲
房
公
御
善

一
､
上
杉
掃
部
頭
定
俊
公
御
書

一
､
上
条
入
道
宜
順
A
御
書

l
､
長
尾
伊
玄
入
道
t
Q
御
状

壱通

山
吉
孫
五
郎
政
レ
景
へ

二通

右
同
人

壱通

山
吉
玄
蕃
景
長
へ

壱通

山
吉
孫
五
郎
景
政



l
､
北
条
氏
康
公
方
御
書

一
､
直
江
山
城
守
兼
続
奉
書

壱通

山
吉
孫
次
郎

壱通

山
吉
玄
蕃
景
長
へ

〆
十
七
通

右
之
通
､
御
記
録
方
こ
て
見
届
写
取
候
て
､
御
返
し
被
成
候
由
､
御
尋
候
節
､
御
触
之
趣
ハ
､

御
先
祖
様
方
御
書
御
感
状
被
致
所
持

候
て
､
本
書
を
被
指
出
候
､
但
他
家
方
面
々
先
祖
へ
参
候
古
状
井
他
国
丘
御
家
中
へ
参
候
古
状
た
り
と
も
持
候
分
､
不
残
可
指
出
候
事
､

九
月
廿
三
日

須
田
右
近

一
､
元
禄
二
月
十
五
日
ハ
書
付
を
以
御
尋
左
二
記
､

(
マ
､
)

一
､

覚

一
､
景
勝
様
御
書
御
朱
印
､
先
年
被
差
出
候
へ
共
､
持
残
之
者
､
此
方
へ
被
指
出
候
､

一
､
謙
信
様
宗
正
様
御
書
御
宋
印
之
御
判
難
見
分
お
い
て
ハ
､
御
双
方
様
共
二
可
被
差
出
候
､

一
､
泉
沢
河
内
守
･
直
江
山
城
守
其
外
御
用
人
等
､
公
用
有
之
書
状
等
､
可
被
差
出
侯
､

一
､
惣
而
､
御
先
祖
様
之
覚
書
自
分
と
取
集
致
所
持
候
者
於
有
之
者
､
如
何
様
之
物
成
共
､
可
被
指
出
候
､

一
､
家
々
自
分
之
覚
書
二
宗
正
様
へ
御
奉
公
中
上
候
品
書
留
致
所
持
候
ハ
､
､
縦
如
何
様
之
物
成
共
､
無
遠
慮
､
此
度
可
被
指
出
候
､
以

上､

3

二
月
十
五
日

松
木
彦
右
衛
門

春
日
右
衛
門

須
田
右
近

右
之
通
､
御
尋
こ
付
て
､
古
状
共
指
出
申
候
左
二
記
､
八
月
中
御
返
し
被
成
候
､



モ
ノ物
数
廿
四
通

一
､
景
勝
公
御
書
御
感
状

一
､
上
杉
憲
房
公
御
善

一
､
上
杉
掃
部
頭
定
俊
御
書

一
､
上
条
入
道
宜
順
様
御
書

一
､
北
棟
氏
康
様
御
喜

一
､
長
尾
伊
玄
入
道
御
状

一
､
山
吉
玄
蕃
覚
書

拾
通
一
､
直
江
山
城
守
奉
書

壱通

壱
通
一
､
長
尾
小
四
郎
･
鯵
坂
清
介
状

壱通

弐
通
一
､
長
授
院
妙
寿
書
状

壱通

壱
通
一
､
藤
田
新
太
郎
書
状

弐通

弐
通
一
､
杖
林
斎
禅
棟
書
状

壱通

壱
通
一
､
遠
山
左
衛
門
書
状

壱通

弐
通
内
諾
且
鮎
継
縦
軸
紀
諾
付
読
∽

〆

一
､
山
吉
玄
蕃
景
長
御
知
行
御
加
増
井
米
沢
こ
て
相
渡
候
書
付
､
穴
沢
九
兵
衛
を
頼
御
記
録
所
へ
迫
而
指
出
申
侯
､
其
後
相
返
り
申
侯
､

〆
廿
七
通

一
､
三
条
之
帳
ハ
不
出
候
､
代
々
此
帳
ハ
不
出
帳
也
､

一
､
景
次
代
､
寛
永
十
六
年
十
月
十
九
日
､
御
書
十
御
前
へ
指
上
､
走
勝
公
御
上
覧
有
て
御
返
し
被
下
候
云
､
此
梱
､
景
次
御
前
へ
被
召
出
､

三
条
之
城
図
･
木
場
之
城
図
御
尋
被
遊
候
処
ニ
､
不
存
侯
由
御
答
申
上
候
､
景
次
成
程
存
候
へ
共
､
口
上
こ
て
御
聞
被
遊
侯
を
､
キ
ヤ

ウ
フ
ニ
存
申
故
二
不
存
由
中
上
侯
と
云
､

l
､
昌
長
代
ニ
､
寛
文
十
年
十
一
月
六
日
､
御
書
御
感
状
共
､
其
外
古
状
共
ヲ
竹
俣
勘
解
由
殿
へ
為
見
申
候
､
長
尾
権
四
郎
殿
江
戸
御
番
手
二

御
登
候
節
､
権
四
郎
殿
迄
遣
候
而
､
勘
解
由
殿
へ
懸
御
目
申
侯
由
､
此
醐
､
三
条
生
之
著
書
付
越
中
留
､

越
後
三
条
生
之
者
之
覚

4



山
吉
右
衛
門

山
吉
源
左
衛
門

宮
原
監
物

横
目
蔵
人

石
付
清
七
郎

小
鷹
孫
三
郎

黒
井
弥
七
郎

上
松
弥
兵
衛

早
川
式
部

初
海
枝
右
馬
之
助

河
野
弥
右
衛
門

七
郎
右
衛
門
先
祖

五
左
衛
門
先
祖

庄
之
助
先
祖

安
兵
衛
先
祖

宇
右
衛
門
先
祖

治
部
左
衛
門
先
祖

六
右
衛
門
先
祖

弥
二
右
衛
門
先
祖

甚
兵
衛
先
祖

九
郎
左
衛
門
先
祖

弥
右
衛
門
先
祖

5

〆

右
之
通
､
竹
俣
勘
解
由
殿
書
越
申
事
､
乍
次
手
､
宴
二
記
也
､

以
上
の
山
吉
家
の
史
料
か
ら
､
米
沢
藩
の
行
為
を
中
心
に
山
吉
家
の
文
書
差
出
し
の
記
事
を
編
年
に
並
べ
直
せ
ば
､
以
下
の
よ
う
に
な
る
｡

a
一
､
景
次
代
､
寛
永
十
六
年
十
月
十
九
日
､
御
書
十
御
前
指
上
､
定
勝
公
御
上
覧
有
て
御
返
し
被
下
候
云
､

b
一
､
昌
長
代
ニ
､
寛
文
十
年
十
一
月
六
日
､
御
書
御
感
状
共
､
其
外
古
状
共
ヲ
竹
俣
勘
解
由
殿
へ
為
見
申
候
､
長
尾
権
四
郎
殿
江
戸
御

番
手
こ
御
登
候
節
､
権
四
郎
殿
迄
遣
候
而
､
勘
解
由
殿
へ
懸
御
日
中
侯
由
､



｡
御
先
祖
様
方
御
書
御
感
状
被
致
所
持
候
て
､
本
書
を
被
指
出
候
､
但
他
家
方
面
々
先
祖
へ
参
候
古
状
井
他
国
丘
御
家
中
へ
参
候
古
状
た

り
と
も
持
侯
分
､
不
残
可
指
出
候
事
､

九
月
廿
三
日

須
田
右
近

d
一
､
元
禄
四
年
九
月
中
､
御
家
中
御
尋
御
書
御
感
状
御
取
上
､
御
記
録
被
成
立
候
､
依
之
､
先
祖
へ
被
下
置
侯
御
書
御
感
状
､
九
月
廿

五
日
､
組
頭
山
田
縫
殿
右
衛
門
所
迄
持
参
申
候
､

e
同
年
十
一
月
廿
日
ニ
､
組
頭
所
よ
り
被
相
返
侯
､
御
記
録
ハ
矢
尾
板
三
印
被
仰
付
侯
､

-
一
､
元
禄
二
月
十
五
日
ハ
書
付
を
以
御
尋
左
二
記
､

一
､

覚

一
､
景
勝
様
御
書
御
未
印
､
先
年
被
差
出
候
へ
共
､
持
残
之
者
､
此
方
へ
被
指
出
侯
､

一
､
謙
信
様
宗
正
様
御
書
御
朱
印
之
御
判
難
見
分
お
い
て
ハ
､
御
双
方
様
共
二
可
被
差
出
侯
､

l
:
泉
沢
河
K
守
･
直
江
山
城
守
其
列
御
用
人
等
､
公
用
有
之
書
状
等
､
可
被
差
出
侯
､

l
､
惣
而
､
御
先
祖
様
之
覚
書
自
分
と
取
集
致
所
持
候
者
於
有
之
者
､
如
何
様
之
物
成
共
､
可
被
差
出
候
､

一
､
家
々
自
分
之
覚
書
二
宗
正
様
へ
御
奉
公
申
上
候
品
書
留
致
所
持
候
ハ
､
､
縦
如
何
様
之
物
成
共
､
無
遠
慮
､
此
度
可
被
指
出
候
､

以
上
､

6

二
月
十
五
日

松
木
彦
右
衛
門

春
日
右
衛
門

須
田
右
近

右
之
通
､
御
尋
二
付
て
､



g
古
状
共
指
出
申
候
､
八
月
中
御
返
し
被
成
候
､

a
-
g
を
ま
と
め
直
せ
ば
､
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
｡

a
寛
永
十
六
年
(
一
六
三
九
)
十
月
十
九
日
､
｢
御
書
｣
を
御
前
に
差
上
げ
､
藩
主
上
杉
定
勝
が
見
て
山
吉
家
に
返
却
し
た
｡

b
寛
文
十
年
(
l
六
七
〇
)
十
一
月
六
日
､
御
書
･
御
感
状
､
そ
の
ほ
か
古
状
を
竹
俣
勘
解
由
へ
見
せ
た
｡
そ
の
時
は
､
長
尾
権
四
郎
が

江
戸
御
番
手
と
し
て
登
る
と
き
に
､
権
四
郎
の
と
こ
ろ
に
も
っ
て
い
っ
た
｡

c
-
e
は
､
元
禄
四
年

(
一
六
九
一
)
の
記
事
で
あ
る
｡

c
元
禄
四
年
九
月
二
十
三
日
､
米
沢
藩
か
ら
､
各
家
で
先
祖
か
ら
持
っ
て
い
る
｢
御
書
御
感
状
｣
の
｢
本
書
｣
､
他
家
か
ら
先
祖
に
き
た

｢
古
状
｣
､
他
国
よ
り
家
中
へ
来
た
｢
古
状
｣
を
残
ら
ず
差
出
す
よ
う
に
と
の
触
れ
が
出
さ
れ
る
｡

d
九
月
二
十
三
日
の
触
れ
に
よ
り
､
山
吉
家
は
九
月
二
十
五
日
､
御
書
･
御
感
状
を
組
頭
山
田
縫
殿
右
衛
門
の
と
こ
ろ
ま
で
も
っ
て
い
っ
た
｡

e
差
出
し
た
御
書
･
御
感
状
は
､
同
年
十
1
月
二
十
日
に
､
組
頭
の
山
田
縫
殿
右
衛
門
の
と
こ
ろ
よ
り
返
却
さ
れ
た
｡
記
録
は
､
失
尾
板

三
印
が
仰
せ
付
け
ら
れ
た
｡

(
5
)

f
-
g
は
田
島
光
男
氏
は
元
禄
九
年
(
一
六
九
六
)

の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
｡

f
元
禄
九
年
二
月
十
五
日
､
米
沢
藩
は
､
松
木
彦
左
衛
門
･
春
日
右
衛
門
･
須
田
右
近
､
三
名
の
連
署
で
､
先
年
､
文
書
を
差
出
さ
せ
た

が
､
ま
だ
差
出
し
て
い
な
い
残
-
の
文
書
を
差
出
す
よ
う
に
命
じ
た
｡

g
藩
に
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
､
山
吉
家
は
｢
古
状
共
｣
を
差
出
し
､
そ
の
年
の
八
月
中
に
返
却
し
て
も
ら
っ
た
｡

以
上
が
元
禄
十
六
年
(
一
七
〇
三
)
に
書
写
さ
れ
た
｢
越
後
三
条
山
吉
家
伝
記
之
写
｣
か
ら
わ
か
る
山
吉
家
か
ら
米
沢
藩
へ
の
文
書
差
出
し

の
歴
史
で
あ
る
｡
米
沢
藩
は
元
禄
十
六
年
ま
で
に
､
山
吉
家
に
寛
永
十
六
年
(
一
六
三
九
)
､
寛
文
十
年
(
一
六
七
〇
)
､
元
禄
四
年
(
一
六
九

一
)
､
元
禄
九
年
(
一
六
九
六
)
の
四
度
､
文
書
の
差
出
し
を
命
じ
て
い
た
の
で
あ
る
｡

7



二

米
沢
藩
と
家
中
等
文
書
差
出
し

米
沢
藩
は
､
山
吉
家
に
寛
永
十
六
年
(
一
六
三
九
)
､
寛
文
十
年
(
一
六
七
〇
)
､
元
禄
四
年
(
一
六
九
一
)
､
元
禄
九
年
(
一
六
九
六
)
の

四
度
､
文
書
の
差
出
し
を
命
じ
､
山
吉
家
は
そ
の
都
度
そ
の
要
求
に
応
じ
文
書
を
差
出
し
て
い
た
｡
で
は
､
米
沢
藩
の
他
家
で
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
｡

す
で
に
元
禄
四
年
に
上
杉
家
中
の
中
条
家
･
島
津
(
花
沢
)
家
･
柿
崎
家
･
平
子
家
伝
来
の
文
書
が
米
沢
藩
に
差
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

(
6
)

は
す
で
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
｡
こ
こ
で
改
め
て
､
元
禄
四
年
の
中
条
家
･
島
津
(
花
沢
)
家
･
柿
崎
家
･
平
子
家
の
文
書
差
出
し
に
つ
い
て

見
て
み
よ
う
｡

(
7
)

中
条
兵
四
郎
は
､
元
禄
四
年
九
月
二
十
八
日
､
十
通
の
家
蔵
文
書
を
差
出
し
て
い
る
｡
島
津
(
花
沢
)
伊
兵
衛
は
､
元
禄
五
年
二
月
十
四
日

(
8
)

(
9
)

に
十
四
通
の
家
蔵
文
書
を
差
出
し
て
い
る
｡
柿
崎
源
左
衛
門
は
､
九
月
二
十
八
日
､
六
通
の
家
蔵
文
書
を
差
出
し
て
い
る
｡
平
子
太
兵
衛
は
､

(10)

元
禄
四
年
十
月
五
日
､
四
十
通
の
｢
御
書
･
御
感
状
改
之
目
録
｣
を
作
成
し
て
い
る
｡

中
条
家
は
九
月
二
十
八
日
､
柿
崎
家
も
九
月
二
十
八
日
に
差
出
し
て
い
る
｡
平
子
家
は
十
月
五
日
に
｢
御
書
･
御
感
状
改
之
日
録
｣
を
作
成

し
て
い
る
の
で
､
こ
の
頃
に
､
文
書
を
差
出
し
た
と
思
わ
れ
る
｡
島
津
(
花
沢
)
家
は
す
こ
し
遅
れ
て
､
翌
年
の
二
月
十
四
日
に
差
出
し
て
い

る
｡
山
吉
家
は
元
禄
四
年
九
月
二
十
五
日
に
差
出
し
て
い
る
｡
山
吉
家
･
中
条
家
･
柿
崎
家
･
平
子
家
･
島
津
(
花
沢
)
家
は
元
禄
四
年
九
月

二
十
五
日
か
ら
翌
元
禄
五
年
二
月
十
四
日
の
問
に
文
書
を
藩
に
差
出
し
て
い
る
｡

こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
､
｢
越
後
三
条
山
吉
家
伝
記
之
写
｣
所
収
の
文
書
に
あ
る
よ
う
に
､
米
沢
藩
は
元
禄
四
年
九
月
二
十
三
日
に
家
蔵

文
書
の
差
出
し
を
命
じ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
｡

(
H
)

(12)

元
禄
四
年
差
出
し
の
家
蔵
文
書
は
､
米
沢
藩
編
集
の
｢
謙
信
公
御
書
｣
等
の
編
纂
物
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
｡
山
吉
家
は
､
元
禄
四
年
の
差
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出
し
の
際
残
っ
た
家
蔵
文
書
を
､
元
禄
九
年
に
差
出
し
て
い
る
が
こ
の
点
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
｡

(13)

元
禄
九
年
(
一
六
九
六
)
に
差
出
し
た
家
蔵
文
書
も
､
｢
謙
信
公
御
書
｣
等
の
編
纂
物
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
｡
｢
謙
信
公
御
書

重而

出
ル
全
｣
と
表
紙
題
纂
の
あ
る
史
料
に
は
､
｢
元
禄
九
年
二
月
廿
五
日
､
重
而
出
ル
謙
信
公
御
書
井
諸
士
よ
-
之
状
之
認
｣
と
い
う
記
載
が
あ

る
｡
す
で
に
み
た
よ
う
に
､
｢
越
後
三
条
山
吉
家
伝
記
之
写
｣
に
よ
る
と
､
元
禄
九
年
二
月
十
五
日
､
米
沢
藩
は
､
先
年
'
文
書
を
差
出
さ
せ

た
が
､
ま
だ
差
出
し
て
い
な
い
残
り
の
文
書
を
差
出
す
よ
う
に
命
じ
て
い
る
｡
追
っ
て
差
出
さ
れ
た
家
蔵
文
書
も
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

次
に
寛
文
十
年
(
一
六
七
〇
)
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
｡
山
吉
家
は
先
ほ
ど
み
た
よ
う
に
､
寛
文
十
年
十
一
月
六
日
､
御
書
･
御
感
状
､
そ

の
ほ
か
古
状
を
竹
俣
勘
解
由
へ
見
せ
て
い
る
｡
で
は
他
の
家
は
ど
う
か
｡
柿
崎
源
佐
衛
門
は
､
元
禄
四
年
九
月
二
十
六
日
､
米
沢
藩
に
家
蔵
文

書
を
差
出
し
た
時
の
文
書
の
文
中
に
､
｢
輝
虎
様
よ
り
北
条
左
衛
門
大
夫
殿
･
北
条
相
模
守
之
御
書
之
写
壱
通
､
是
者
先
年
竹
俣
勘
解
由
､
在

江
戸
之
､
本
書
指
上
申
候
｣
と
あ
る
の
で
､
柿
崎
家
も
山
吉
家
と
同
様
に
､
竹
俣
勘
解
由
に
文
書
を
差
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

(14)

｢
竹
俣
勘
解
由
｣
と
は
竹
俣
勘
解
由
義
秀
の
こ
と
で
､
上
杉
家
古
案
改
帳
の
奥
に
は
､
｢
寛
文
十
一
年
亥
十
l
月
十
三
日
於
江
戸
改
之

竹

俣
勘
解
由
義
秀
(
花
押
)
｣
と
あ
る
｡

古
案
改
帳
は
上
杉
家
中
か
ら
取
-
集
め
た
文
書
(
｢
古
案
｣
)

が
列
挙
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
ま
た
､
古
案
改
帳
は
寛
文
十
一
年
十
一
月
十
三

日
に
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
､
山
吉
家
が
寛
文
十
年
十
一
月
六
日
､
御
書
･
御
感
状
､
そ
の
ほ
か
古
状
を
竹
俣
勘
解
由
へ
見
せ
た
と
､
｢
越

後
三
条
山
吉
家
伝
記
之
写
｣
に
善
か
れ
て
い
る
こ
と
と
符
号
す
る
｡
寛
文
十
一
年
十
一
月
頃
に
家
中
の
家
蔵
文
書
が
竹
俣
義
秀
に
差
出
さ
れ
た

こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
｡

｢
越
後
三
条
山
吉
家
伝
記
之
写
｣
に
記
さ
れ
た
米
沢
藩
に
よ
る
山
吉
家
の
家
蔵
文
書
差
出
し
の
検
討
で
残
っ
た
事
項
は
､
寛
永
十
六
年
(
一

六
三
九
)
に
｢
御
書
｣
を
御
前
に
差
上
げ
､
二
代
藩
主
定
勝
が
見
て
山
吉
家
に
返
却
し
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
｡
最
後
に
こ
の
寛
永
十
六
年
の

差
出
し
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
｡
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(15)

寛
永
十
六
年
十
月
､
米
沢
藩
は
家
中
に
御
書
･
御
感
状
等
の
藩
士
の
家
蔵
文
書
の
差
出
し
を
命
じ
て
い
る
｡
ま
た
､
上
杉
定
勝
は
､
主
と
し

(16)

て
謙
信
･
景
勝
発
給
の
文
書
二
〇
一
通
､
条
目
･
禁
制
･
提
書
･
制
札
等
四
九
通
を
書
写
し
た
｢
古
筆
案
｣
を
作
成
し
て
い
る
｡
浅
倉
有
子
氏

(17)

は
､
こ
の
寛
永
十
六
年
の
文
書
差
出
し
が
藩
主
定
勝
作
成
の
｢
古
筆
案
｣
編
纂
と
つ
な
が
る
事
業
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
｡
よ
っ
て
､
｢
越
後

三
条
山
吉
家
伝
記
之
写
｣
の
寛
永
十
六
年
(
l
六
三
九
)
十
月
十
九
日
､
｢
御
書
｣
を
御
前
に
差
上
げ
､
藩
主
定
勝
が
見
て
山
吉
家
に
返
却
し

た
と
い
う
記
事
は
､
米
沢
二
代
藩
主
上
杉
定
勝
作
成
の
｢
古
筆
案
｣
作
成
と
対
応
す
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
｡

お

わ

り

に
以
上
､
｢
越
後
三
条
山
吉
家
伝
記
之
写
｣
に
見
ら
れ
る
山
吉
家
に
よ
る
寛
永
十
六
年
(
一
六
三
九
)
､
寛
文
十
年
(
一
六
七
〇
)
､
元
禄
四
年

(
一
六
九
一
)
､
元
禄
九
年
(
一
六
九
六
)
の
四
度
の
家
蔵
文
書
差
出
し
の
記
事
を
検
討
し
て
き
た
｡
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
｡

寛
永
十
六
年
の
差
出
し
は
米
沢
二
代
藩
主
上
杉
走
勝
作
成
の
｢
古
筆
案
｣
作
成
と
対
応
す
る
こ
と
､
寛
文
十
年
の
差
出
し
は
竹
俣
義
秀
の
古

案
改
帳
作
成
に
対
応
す
る
こ
と
､
元
禄
四
年
の
差
出
し
は
米
沢
藩
編
集
の
｢
謙
信
公
御
書
｣
等
の
編
纂
物
に
対
応
す
る
こ
と
､
さ
ら
に
､
元
禄

九
年
の
差
出
し
も
米
沢
藩
の
｢
謙
信
公
御
書
｣
等
の
編
纂
物
に
対
応
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
｡

す
で
に
､
浅
倉
有
子
氏
は
｢
謙
信
公
御
書
｣
等
は
､
直
接
に
は
元
禄
四
年
に
編
纂
が
開
始
さ
れ
元
禄
九
年
五
月
に
謙
信
分
二
十
冊
が
完
成
し

(18)

た
｢
御
年
譜
｣
編
纂
の
史
料
と
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
｡
元
禄
四
年
と
元
禄
九
年
に
家
中
か
ら
差
出
さ
せ
た
文
書

に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
｢
謙
信
公
御
書
｣
等
の
編
纂
物
は
い
つ
成
立
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
｡
｢
御
年
譜
｣
編
纂
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
る
の
か
｡
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
多
い
｡
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注
(
1
)
矢
田
俊
文
｢
元
禄
四
年
の
上
杉
家
中
諸
家
文
書
差
上
と
｢
米
沢
藩
御
書
集
｣
｣
『
上
杉
家
御
書
集
成
Ⅰ
』
上
越
市
､
二
〇
〇
一
年
､
同
｢
中
世
平
子
文

書
の
伝
来
と
越
後
平
子
氏
｣
『
特
別
展

鎌
倉
御
家
人
平
子
氏
の
西
遷
･
北
遷
』
横
浜
市
歴
史
博
物
館
､
二
〇
〇
三
年

(
2
)
田
島
光
男
｢
上
杉
氏
家
中
山
吉
氏
文
書
の
伝
来
に
つ
い
て
｣
『
郷
土
神
奈
川
』
三
〇
号
､
一
九
九
二
年

(
3
)
浅
倉
有
子
｢
近
世
前
期
に
お
け
る
米
沢
藩
の
修
史
事
業
と
｢
御
年
譜
｣
編
さ
ん
｣
『
上
杉
家
御
書
集
成
Ⅰ
』
上
越
市
､
二
〇
〇
一
年

(
4
)
『
越
後
三
条
山
吉
家
伝
記
之
写
(
影
印
)
』
文
林
堂
書
店
､
一
九
七
四
年

(
5
)
田
島
光
男
前
掲
｢
上
杉
氏
家
中
山
吉
氏
文
書
の
伝
来
に
つ
い
て
｣

(
6
)
矢
田
俊
文
前
掲
｢
元
禄
四
年
の
上
杉
家
中
諸
家
文
書
差
上
と
｢
米
沢
藩
御
書
集
｣
｣
､
同
前
掲
｢
中
世
平
子
文
書
の
伝
来
と
越
後
平
子
氏
｣

(
7
)
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
中
条
家
文
書

(
8
)
埼
玉
県
立
文
書
館
寄
託
石
垣
家
文
書
｡
石
垣
家
は
上
杉
家
中
の
島
津
家
文
書
を
伝
来
し
た
家
で
あ
る
｡

(
9
)
柿
崎
雅
人
氏
所
蔵
文
書

(1

0
)
平
子
家
所
蔵
文
書
｡
平
子
氏
は
米
沢
藩
士
で
は
な
い
｡

(
H
)
｢
謙
信
公
御
書
｣
等
の
編
纂
物
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
､
福
原
至

｢
｢
米
沢
藩
御
書
集
｣
と
『
上
杉
家
御
書
集
成
』
｣
『
上
杉
家
御
書
集
成
Ⅰ
』
上
越

市
､
二
〇
〇
一
年
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

(
s
)
こ
れ
ら
の
史
料
の
一
部
は
『
上
杉
家
御
書
集
成
Ⅰ
』
上
越
市
､
二
〇
〇
l
年
､
『
上
杉
家
御
書
集
成
Ⅲ
』
上
越
市
､
二
〇
〇
二
年
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
｡

(1

3
)
元
禄
四
年
の
も
の
と
同
様
､
こ
れ
ら
の
史
料
の
一
部
は
『
上
杉
家
御
書
集
成
Ⅰ
』
上
越
市
､
一
-
.
0
〇
一
年
､
『
上
杉
家
御
書
集
成
E
l
』
上
越
市
､
二
〇

〇
二
年
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
｡

(14)

『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
十
二
上
杉
家
文
書
之
二
』
九
五
二
号

(1

5
)
浅
倉
有
子
前
掲
｢
近
世
前
期
に
お
け
る
米
沢
藩
の
修
史
事
業
と
｢
御
年
譜
｣
編
さ
ん
｣

(
1
6
)
阿
部
洋
輔
｢
｢
米
沢
藩
御
書
集
｣
と
上
杉
家
文
書
｣
『
上
杉
家
御
書
集
成
-
』
上
越
市
､
二
〇
〇
一
年

(
1
7
)
浅
倉
有
子
前
掲
｢
近
世
前
期
に
お
け
る
米
沢
藩
の
修
史
事
業
と
｢
御
年
譜
｣
編
さ
ん
｣

(
1
8
)
浅
倉
有
子
前
掲
｢
近
世
前
期
に
お
け
る
米
沢
藩
の
修
史
事
業
と
｢
御
年
譜
｣
編
さ
ん
｣

ll




